
Bull. Kanagawa Pref. Mus. No. 11 August 1979 

館山市西郷の平久里川における沼層の14c年代

松島義章 ・吉 村光敏＊

Radiocabon Ages of the Numa Formation along 

The Heguri River, Tateyama, Chiba Prefecture 

Yoshiaki MATSUSHIMA and Mitsutohi YOSHIMURA 

Abstract 

Three radiocarbon dating were made for the molluscan remains coll巴ctedfrom 

the Numa Formation distributed along the Heguri River, Tateyama Plain in the 

southern part of the Boso Peninsula. 

The measurements show that the basal horizon of the Numa Formation is 7, 330 

土 120y.B. P., the "Oyster”bed 5, 800土 llOy.B. P., and the upper part of the 

overlying silt b巴dis 4, 440 ± llOy. B. P.. The results fit with the stratigraphic 

sequence of the samples. Each dating falls in the early, the culmination and the 

later stages of the Jomon Transgression. 

1. はじめに

房総半島南端に分布する消サンゴ層の14c年代測定は星野 (1967), 浜田（小西，1967)
以来，Yonekura(1975), Omoto (1976, 1978），横111(1978〕などによ って，かなりの

数が実施され報告されてきた。これらの測定試が｜は主にサンコを使用しているため， サン

コー化石の分布する館山南方の沼周辺地域にかたよ っていた。

先ごろ荒木稔氏が房総南端の海成沖積段圧を調査した際， 館ill平野のほぼ中心に位置す

る館iJ.1市西先lのτ｜ム久里）ii沿L、で， 長さ約300mにわたって連続露出するカキ矧のカキツパ

タ Pretostreaimbricata ( LAMARCK）を主休にサン ゴを合むカキツパタ礁を見つけた料。

この“カ キ礁”は沼サンゴj習の模式地周辺のサ ンゴ礁産出高度に比較してかなり低いので，

やや古い時代のl{i積物であろうと考えられていた。 しかし 14c fl.代測定の結果からカキツ
パタは 6,410 ± 130y. B. P.，サ ンゴが 6,340士 140y.B. P.を示し（荒木， 1971MS; 

Yonekura, 1975），これまで明らかにされていた？？？のサンゴ礁の14c年代測定値と一致し，
同時期に形成された礁であることがわかってきた。

筆者らは館ill市西郷の平久里）11のこの露頭のカ キツパタ礁が海成シル ト屑と河成段丘±if

積物に順に被われていることに注目し， 沼サンゴ層の模式地付近ではほとんど確認できな

ド 千葉県立上総博物館 ChibaPrefectural Museum of Kazusa. 

成瀬洋 ・杉村 新両氏によれば，1950年ごろこの付近の第三系を調査したときに観察していた。
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かった出のサンコ’縦形成以後の海水[li1変化や環境変化を知る上で， l't重な情報が得られる

であろうと判断し調査にとりかかった。

調査はすでにこの露頭で実施されたカキツパタ礁の 14c 年代測定の吟味と， ヒに屯なる
地周の形成年代を求めることを最初にとりあげ， その一部が明らかになったのでここに記

述する c

2. 露頭の概要

露頭の位置は区11に示される。 ムI＇：久里川河口から約2.5kmi糊ったEti':111r11西郷では， 11可岸

が数lOOm以上にわたって高さ 5～Gmの河岸段丘崖を形成する。 なかでも府中1喬から下

流約2oomの聞の河床は，基械をなす新第三系のシノレ卜岩層が露山し， 沖積層の全X'/J7c:を

確認することができる。

露関の地質柱状図を凶2に示す。 区｜のようにj長の上i'°'i[）に口iJJllfitな小松：'I1i'ilが認められ，こ
の不笹合を境に沖積回は上 Fーに2分される。

上lti）胞は下位に探り準大の円レキをも っ た河成段 ll"~llJ：積物である 。 卜部層はこの縦告の

主要対象となる海成の地層（出層〉で，本！戸jはさらに L{fllが厚さ約2～2.3mの貝殻をう今む青

jズ色制砂質シルト j国（出仁背［）シノレト ）1，りと下部が厚さ0.8～lmのカキツパタ礁（沼サンゴ属〉

からなる の この縦、は ~jl:~.併の新第三系シノレト岩層ヒlこ形；－＆ された も ので， ほぼ同じ陪iJi7iを保
って卜流へ向ってゆるやかに傾き，やがて水面下に没する。確認できる範囲の露頭は200m

以上に及ぶ。 基燃の新約三系は豊房以 ｝•i[;i （成瀬ほか， 1951）のシノレト岩崩である c 不後令而

｜二にはニオガイモドキ Zirfaeasubconstricta( YoKOYAMA）など穿孔貝による多数の巣穴

と， 穿ずしした状態で同i設を揃えているウチムラサキ Saxidomuspuゆuratus( SowE1rnv) 

が多くみられる。“カキ｛点、”の形成以1,)lfはかなり！よし 、波食台であ ったと＇［＇IJI断される。
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3. 従来の年代測定値

これまでにこの露頭で行なわれた

l ~ c介代以ljたは，カキツパタ｛慌の3点
と川上n!）シノレ 卜胞の2点である。f似、では

この主要構成砲のカキツノくタが6,600

-r 150y. B. P.と6,410士130y.B. P., 

サンゴが6,400士 140y.B. P で（表1)

L、ずれもよくイTっている。 なかでも

Yonekura (1975）は，礁最 卜＇；jJ;,l盟

D 没波食台直」ーのカ キツパタ剖!IJ山して，
この礁の形成初月！の年代を明らかにし

た。一－方上部シノレ ト｝脅からはー卜｛立と上

位の2）~準の貝殻の 14 c什代他 4,490

ゴ 120y.B. P.とLi,840士 120y.B. P. 

が何られている（表 1入これは j型位

と測定値とが辺似しており，しかも年

一一一ー 代に若干の聞きがあるが，大局｜刊には

-8 I TliJ 4, 000年代の値であることが求めら
7 I れている。

これらの結民からカキツノくタ俄，す

なわちこの付近に分布する川）：＂iは，J段

式上山のmサン コ’ ）＞，Yi と｜司－ ii （~の純文if!}

!ilU最高期に形成されたものであり ，ム

c 川ンルト j需は海進最高期直後の内湾に
l(I悩した士山崩であることが判明した。

4. 今回の測定値

今回は従来の測定値を参考に， （!)l止I

没j主食台の形成年代を明らかにする，

2カキツパタ縦、の上限の 年代を求め

る， 3上告J）シノレト層 上限のI計一積年代を

,q:i確認すること，を 目的に 3店I位から

の貝殻を用いてイ｜代測定を千丁った。

l i虫j没波食flの表面にはrFJi£のよ

うにニオガイモドキによる多数の巣火

がみられるが，貝殻はこく析にしか入

図2館山「11・西郷，平久里川右岸における地

質柱状図

A i豊房累胤のンノレト岩層，B：カキツ
バタ礁（沼サンゴ庖〕， C：青灰色細砂

質シノレト層（沼 U~i) シ ノレ ト 胤〉 ， D：河

成段正礁周， l～8 : l<IC年代測定番号

（表 1)
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表1 館山市西郷，平久里川右岸における I4C年代測定値一覧表

位置 ；館山市西郷，平久箆川右岸（35°0’24" N ., 139。53’1"E.），地表面高度，海抜十7.5m
海成層の上限高度 ，＋5.5m.

番号｜試料携高度｜ 試 料 名 ｜！？昨今値｜コード番号 ｜備 ヨ仔" 

s I→5.5〔＋5.8〕｜ e貝ll殻a ？~hell~ I 4.醐士山：Gak 5叩 長沼・松田・太田
(Dosin c 戸enzcillatα） 未 公 表

7 I 十5.5 ～ 十5. 2 I i貝官1e殻ila (shell) 4, 440± 110 N-3087 松島 〔1979)
〔Dos ρenicillata)

6 I +3. 7～＋3. 5 I e貝ll殻o ?shell〕 4, 490±120 Gak 3758 Yonekura(1975) 
(Dosin c .ρenicillata) 

5 I +3. 5 1貝idy殻l(shell) 5,800±110 N 3086 松島 (1979) 
cs戸o us barbatus) 

4 I +3. 5～＋2. 5 I サンゴ（coral) 6, 340±140 Gak 2969 Y荒o木nek1J:a1c ~i5〕） 
3 I +3. 5～十2.5 I 貝殻（shell〕 6,410土130 Gak 2968 Y荒o木nJ1J:}c~it)(Pretostrea cf.日刊b円cata)

2 I十2.5 貝殻〔shell〕 6, 600±150 Gak-3757 Yonekura 〔1975)
(Pγetostγea imbγicαta〕

1 Iム2.5～＋2.4 I 貝殻（shell) 7, 330± 120 N-3085 松島 〔1979)
(Saxidomusρurρuratus〕

っていなL、。年代測定試が｜には，それにたえうる量の貝殻を得ることが困難なため， Hi菜
に穿孔するウチムラサキを 選んだ。 ウチムラサキはマツカゼ lrusmitis (DESHAYES), 

セミアサリ Claudiconcha jαρonica ( DuN1<EH), ヤエウメ Diρlodonta jaρonica 

P1LSBRY，エガイ Barbatia lima (REEVE）などと共に岩礁性の二枚員で，穿孔貝の巣穴

や岩石の裂目 ・11.!:I所に潜入しこれを使用し生息する二次住居者として知られる （雨宮 ・大

島，1933, 増田； 1972）。 ここではウチムラサキがほとんど両殻を 揃えて自生の状態で多

産することから，この貝により波食台の形成H寺期を知ることができると考えた。 ウチムラ

サキの測定値は 7,330 ± 120y. B. ？ を示し，これまで明らかにされていたカキツハタ礁

の形成初期の年代より も約 700年古い値が得られた。 この値は埋没波食台のつ くられた縄

文海進前期の年代を現わしているとみなすことができる。館山南方の沼サ ンゴ屈の f位に

分布する沼下部泥層の年代が 7,840士 llOy.B. P. （松島，1979）であり， この値にかな

り近いところからみて， この地域における縄文海進の開始期は，7,500年前と考えてよ さ

そうである。

② カキツパタ燃の上限の 年代として，般のJ¥立上部のカキツパタに 付着するウミギク

sρondylus barbatus RrnvEによって 5,800 ± llOy. B. P.が得られた。これまでわか

っていたこの俄の形成年代の6,600～6,340年前よりも約500年新しい。 しかし5,800年前は

模式地の出サンゴ層の形成｜｜寺期とよく合い，海進披高期にあたり， この｜時期まで厚さ 0.8

～Imの“カキ礁”が形成されていたこと を示す。

① 上部シル ト層の上限の年代は， 本j雷の最上位，段丘礁周との不整合直下に合まれる

両殻揃ったウ ラカガミ DosinellaρenicillatREEVEによって 4,440 ± llOy. B. P.を得

た。 この測定値はほぼ同一層準における長沼ほか（未公表）4, 840年前に比べ 400年新し
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く，この層準より約1.8m下位で測定された4,490年前 CYonekura, 1975）と一致する。 こ

のことから本屈は前4,500年頃の堆積物であることが確実となった。

s. 貝化石の示す古環境の変遷

露頭では出層さき底の埋没波食台から上部シルト 層にかけて， すべての層準に員化石が豊

富に含まれる。 それらは下位から上位に向って穿孔性貝類，岩礁性貝類，内湾の泥質底に

生息する貝類，というように層相の変化に対応して種類が変っている。 この貝類の産状か

ら，およそ次のような環境の変化が推測される。

① 埋没波食台上には前述のようにニオガイモドキの巣穴と， 両殻の揃ったウチムラサ

キが多産する。穿孔員のニオガイモドキは， 平均海水面から水深lmの聞に特に密集して

分布し， -4m付近までの範囲に生息することが知られる（雨宮 ・大島，1933）。 これに

比べると ウチムラサキは， 潮間帯から水深2omと垂直方向に幅広い範囲の岩礁底に生息す

るが，どちらかといえば潮間帯付A近よりもやや水深の深い方に多い。 このことからニオガ

イモドキは，この地域へ海水の浸入があり， 波食台の形成と同時に生息したが，ウチムラ

サキはこれと同時かあるいは幾分遅れて水深が増した頃に浸入し， ニオガイモドキの巣穴

とか地層の凹みを利用し生息したものと考えられる。この時期が約7,500年前であった。そ

の後海進はさらに進み， この付近の波食台が海面下2om前後に没するまでウチムラサキは

繁栄したものと推察される。

② 波食台上に発達するカキツパタの礁は， 大型に成長したカキツバタを主体に岩礁底

に生息する貝類と造礁性サンゴ類から構成される。礁の規模は前述のように厚さ0.8～1

m，長さ300m以上にわたって拡が りをもっ大きなものである。 カキツパタは水深10～50

mの岩礁底に生息する（生物学御研究所，1971）。共産する主な貝類はエガイ Barbatia 

limαc  REEVE），コベルトフネガイ Arcaboucardz・JONSSAUME, カリガネエガイ Sαvi

g-nyarca virescens (REEVE), ウミギク， ヒオウギ Chlamysnobilis (REEVE），オオ

へピガイ Serρlorbi s imbricαtus ( DuNKER), ヒメヨウラク Ergalαtax contractus 

c REEVE〕などである（表2〕。これらはL、ずれも潮間帯から水深2om前後までの岩礁底ないし

砂磯底あるいはサンコe礁（大JlJ,1954）に生息する貝類である。カキツパタ礁が水深2om前後

の波食台上に形成されており， これらの貝類の生息するのに絶好な環境をつくりだして共

存したものであろう 。一方共産する造礁性サンゴは Physoρhyllia ayleni WELLE, Gau-

lastrea tumida MATTHAI, LoboJうhylliajαρonicα（ YABE & SucIYAMA), Ee hi noρhy 

llia asρera (ELLIS & SoLLANDER），キクメイシ Favias1うeciosa(DANA), Cyρhastrea 

microρhlhalma ( LAMARLK), Hydroρhera grandis GARDINERなと15種以上がみられ

る（表2）。浜田 (1963）によれば，これらのサンゴは汀線付近よりも潮間帯下数m以深の

i'J~t水底に生息する 。 共存する石灰藻の発達が非常に悪いこと からみて水面下数m～約2om

の海底で生息したものであろうとLづ 。 この特徴は貝類の示す環境とよく 調和する。この

ような環境は縄文海進に伴う海水面の上昇て。形成されたもので， 沼付近のサンゴ層に比べ

て低位置にあるのは，化石によ って推定されるように水深が大きかったためであろう 。

① 上部シルト層中の貝化石は， 両殻の合わさ った二枚貝が優勢で，とくにウラカガミ

が全層準に豊富に含まれ特徴づけられる。細かくみると下位の層準にはズングリアゲマキ

Azorinus abbreviatus ( GoLLD), スダレガイ Paρhiaeuglyρta ( PArL11甲山 イヨス

ダレ P undulata ( BoRN), アオサギガイ PsammotretaJりraeruJうta( SoLISBURY) , 
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トリガイ Fu:iiamutica (REEVE）など， 内向からiJi;海の泌質）底に生息する多くの柿が

J七＆するが，一仁位になるとイヨスダレとユウ シオガイ JV!oe何 !la iridescens ( BE!¥soN) 

が汗 ｜二みられるだけで惟純な間構成となるべ ウラカガ ミはイヨス ダレと共に内向の水深10

1JIJ 後の泥！広に生日、する強内向性指標障である （波市II,1956）。

本属が強内向性国で特徴づけられることは，下位の“力キ初、” 形成以後， ；望、激に環境の

主化のあ ったことを示唆する丹 h カキ｛ぽ’との境はil):JllJ;tであ り， 岩礁性貝知から内湾の泌

質底貝主I'iに変っていることも環境変化を反映したものであろう 。 fllr述のように本用の下1'¥IS

に伐I毎に多L、ズングリアゲマキ，スダレガイ， アオサギガイなとの貝~j'jがまだみら hるこ

とは， 急速な家化のなかにも， 海況変化の過程をみることができる。上部にな ると完全に

内 ／1~性種で占められる 。 すなわち外川水の影響を受けにくい内向へと縮小 し， 水深2om1/ IJ

後からlOmflfJ後にまで伐くな った。 このII！］＇矧は ｛j（にから約 4,500i「前であり，純文海litJr~ 

l印刷直後にあたる。
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Plate. 1 

a；千葉県館山リJ凶郷， 王F久盟川右岸のii'・

b：カキツパ夕 （Pretostreαimb門cata( LA恥IARCK〕〉をヨミ付トEと－ナる‘‘カキWt、，
， 



8 松島 ・吉村 宮内山市西郷の平久里川における沼j習のi.'1C年代

Plate. 2 
a：“カキ＠A”を被う沼 1::.gj)yノレ 卜層，両殻そろったウラカガミ (Dosinellaρ倒的＇llata REEVE) 
が散在する。
b：“カキWi，”中にみられる造柳、サンゴのキクメイシ （Favia S戸eciosa(DANA〕〉． 大きさは50×
45cm以上てるある。

c : i'I＇積層 基盤をなす豊房累肘のシノレト岩に穿孔するウチムラサキ （Saxidomuspurρrat us (So・ 
IVERBY）），と穿孔貝類による巣穴の化石。
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